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日本共産党を代表して議案第２４号令和３年度亀山市

一般会計予算について反対の立場で討論します。

この予算案は、一般会計だけで２３１億円という過去

２番目の大型予算となり、財政調整基金を９億円取り崩

し、臨時財政対策債１４億５千万円をはじめとする前年

度比５０．５％増の２７億円の市債などで編成されまし

た。

新型コロナウイルス感染症という、かつて経験したこ

とのない感染症とのたたかいを１年間経験した後に組ま

れた予算です。コロナの封じ込めが見通せない中、長引

く自粛要請の影響をうけて困難に直面している業者や市

民への支援を最優先に予算化し、延期できる事業は延期

し、縮減できる部分は縮減していくのが、コロナ禍での

予算編成のあるべき姿ではないでしょうか。

ところが２３１億円という過去２番目の大型予算を組

み、新図書館７億円を含む亀山駅前再開発に２２億円と

いう突出した予算が計上され、またリニア駅誘致では、「中

間駅を生かしたまちづくりの可能性」の調査に委託料１，

７６０万円を計上し、リニア基金へは５千万円を積み増

しています。さらに不要不急の市道和賀白川線整備事業

に８，４００万円を計上するなど従来型の大型事業優先

の予算案になっています。

コロナ感染症により、困難に直面している業者や市民

への支援やＰＣＲによる社会的検査などが今、最も強く
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求められています。ところが市のコロナ感染症対策は、

総額４億円と言いながら主なもの３億３千万円の事業費

のうち、国からの補助金や交付金などを財源としたワク

チン接種などを除けば、市が独自に実施する事業費は３

千万円の起債を含めて４千万円ほどしかありません。こ

れでは十分なコロナ対策といえません。

また、大型事業優先の予算案により放置されているの

が、学校や保育園の建て替えです。代表質問で指摘した

ように、学校の建て替えではすでに更新時期が来ている

建物の更新費用が３８億円、来年度以降の１０年間に更

新時期を迎える建物の更新費用が１００億円にものぼり、

来年度以降、計画的に進めなければ老朽化を放置するこ

とになります。ところが櫻井市長の答弁で、計画すらな

いことが明らかになりました。また保育園では、和田保

育園で保育室の増設に向けた予算が計上されましたが、

あとは手つかずです。

さらに、近年多発する災害への予算も全く不十分です。

総括質疑では、豪雨時によく開設される３つの指定避難

所に有利な起債を活用して空調機などを設置するよう求

めましたが、前向きな答弁はありませんでした。

このようにコロナ禍でありながら十分なコロナ対策を

講じることなく、不要不急の大型事業を優先させ、市民

要望の強い老朽化した学校や園の建て替えは放置されて

います。これでは地方自治法が「地方公共団体は、住民
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の福祉の増進を図ることを基本」とすると謳っているこ

とに反し、市の最優先の仕事が後回しにされた予算案と

言わざるを得ません。これが反対する第一の理由です。

個別の予算にも問題があります。市民の暮らしを守る

最前線で仕事をする職員体制ですが、正規職員と非正規

の会計年度任用職員の割合が相変わらず半々であり、定

員適正化計画で謳った「真に必要な職種には正規職員を

配置する」ということがまだまだできていません。

また市民要望の強い亀山中学校と中部中学校での給食

実施の予算もありません。さらに、市民のプライバシー

を守る保障がないまま推進されるマイナンバーカード事

業など問題のある予算がいくつも含まれています。

以上の通り、大型事業優先でコロナ対策をはじめ市民

の命と暮らしを守り、切実な要求に十分答えない問題の

あるこの議案には反対するものです。

私たちはコロナ以前から暮らし優先の予算を求めてき

ましたが、今回議案質疑で明らかになったように、少人

数学級や教育、不登校の子どもたちの学びを保障しよう

とする大変評価する予算が含まれております。個別の視

点ではなく、先ほどから申し上げましたように重ねてコ

ロナ感染症との闘いがさらに始まる来年度の予算こそそ

の大きな視点が必要ではないでしょうか。

暮らし、営業が困難で、苦しむ市民がいます。いつも

どおりでない、市独自の暮らしを支える予算であるべき
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と考えるものです。

議員各位のご賛同を求め討論といたします。


